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報道関係者各位  
 

 開 催 決 定  
 

「京都賞」受賞者 ジョン・ノイマイヤー振付・演出 

ハンブルク・バレエ団 
ガラ公演＜ジョン・ノイマイヤーの世界＞ 

 

  
                  20 1 6 年ガラ公演より『椿姫 』              20 16 年ガラ公演 『ヴェニスに死す』より 

©K iy on o r i  Ha se g aw a  

 

２０１８年（平成３０年）２月１７日（土） 

ロームシアター京都 メインホール 
 

 

ジョン・ノイマイヤーの世界とバレエ団の実力を 

まるごと味わえる、壮大なステージ！！ 

平成２９（２０１７）年７月３１日配信 

［本リリース発信元］ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）  

広報担当：松本、長野  

TEL：075-771-6051（9：00～17：00） FAX:075-746-3366 

E-ma il :press@rohmtheatrekyoto. jp  
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緻密な演出と劇的な仕掛けによって人間を描き出し、あるいは鋭い美意識と解釈をもって音

楽の中に豊かな感情世界を見出してみせるジョン・ノイマイヤー。2015 年に第 31 回「京都賞」

（思想・芸術部門）を受賞したことから、京都との縁もある、世界的な振付家です。 

今回、京都で公演する演目は、バレエを知り尽くしたファンたちが、世界のあらゆる振付家や

有名カンパニーと比してなお高く支持する、この希代の振付家の世界とバレエ団の実力をまるご

と味わえる、ガラ公演〈ジョン・ノイマイヤーの世界〉です。 

このガラ公演は、単なる抜粋上演ではなく、ノイマイヤーがバレエに身を捧げた自らの人生を、

その豊饒な作品群の断片と重ねてゆく、というコンセプトを持っています。振付家自身の語りで

始まる本編には、互いが必死に自己と向き合う青春の愛を描いて人気の『椿姫』や、伝説の天

才ダンサーの壮絶な魂に寄り添った『ニジンスキー』、バレエへの愛をつづった『くるみ割り人形』

などの物語バレエから、独自のアプローチで大作曲家たちの音楽の世界を表出して見せた『マ

ーラー交響曲第 3 番』『マタイ受難曲』などシンフォニック・バレエまで。壮大にして魅力的なノイ

マイヤーの世界をご堪能ください。 

 

 

＜開催概要＞ 
「京都賞」受賞者 ジョン・ノイマイヤー振付・演出 

ハンブルク・バレエ団 

ガラ公演＜ジョン・ノイマイヤーの世界＞ 

 

日時：２０１８年（平成３０年）２月１７日（土） １４：００開演 

会場：ロームシアター京都 メインホール 

 

振付・演出・ナレーション：ジョン・ノイマイヤー 

ハンブルク・バレエ団 

 

主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市 

特別協賛：公益財団法人 稲盛財団 

助成：平成 29 年度 文化庁 文化芸術創造活用プラットフォーム形成事業 

後援：ドイツ連邦共和国大使館 

 

予定演目： 

『キャンディード序曲』、『アイ・ガット・リズム』、『くるみ割り人形』、『ヴェニスに死す』、 

『ペール・ギュント』、『マタイ受難曲』、『クリスマス・オラトリオⅠ-Ⅵ』、『ニジンスキー』、 

『ハムレット』、『椿姫』、『作品 100―モーリスのために』、『マーラー交響曲第 3 番』 

 

料金：S 席 20,000 円 A 席 16,000 円  B 席 10,000 円 C 席 6,000 円 D 席 3,000 円  

    ユース S 席（25 歳以下）10,000 円  
※ユースチケットをご購入の方は、公演当日、証明書のご提示が必要です 

※未就学児童入場不可  

 

チケット一般発売開始：２０１７年９月２４日（日）１０：００～ 

会員先行発売※：２０１７年９月１７日（日）１０:００～ 
※フレンズ会員（オンライン会員）、Club 会員（京都コンサートホール・ロームシアター京都共通の会員制度）・

京響友の会会員 
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チケット取扱： 

◆ロームシアター京都オンラインチケット（要事前登録・無料） https://www.e-get. jp/kyoto/pt/  

◆ロームシアター京都チケットカウンター（窓口・電話） TEL.075-746-3201 

（10:00～19：00、年中無休） 

◆京都コンサートホールチケットカウンター（窓口・電話） TEL.075-711-3231 

（10:00～17:00、第 1・3 月曜休※祝日の場合は翌日）                    ほか 

 

公演のお問合せ：ロームシアター京都 チケットカウンター TEL.075-746-3201 

 
◎本公演に関連して、バレエを学ぶ子どもたちを対象とした特別レッスンも予定しています。 

（詳細はあらためて発表いたします） 

 

 

＜2016 年ガラ公演より＞ ©  Kiyonor i Hasegawa 

 

   
キャンディード序曲                 アイ・ガット・リズム 

 

   
マタイ受難曲                        クリスマス・オラトリオⅠ-Ⅵ 

 

     
くるみ割り人形                         ニジンスキー      「作品 100-モーリスのために」 
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＜出演者プロフィール＞ 

 

ジョン・ノイマイヤー   John Neumeier 

ハンブルク・バレエ団芸術監督、主任振付家 

 

 

1942 年、米国ウィスコンシン州ミルウォーキー生まれ。生地でバ

レエを始め、その後シカゴで学ぶとともに、ミルウォーキーのマルケ

ット大学に進学、ここで最初の振付作品を創作した。その後さらに

コペンハーゲンやロンドンの英国ロイヤル・バレエ学校でバレエを

学び、1963 年にシュツットガルト・バレエ団に入団。ソリストとして活

躍するとともに、振付を続けた。 

1969 年、フランクフルト・バレエ団芸術監督に就任、ほどなくし

て『くるみ割り人形』『ロミオとジュリエット』といった作品を発表し、セ

ンセーションを巻き起こす。1973 年、ハンブルク・バレエ団芸術監

督、主任振付家に就任。ハンブルク・バレエ団はドイツをリードする

カンパニーに成長し、国際的な評価を獲得。 

振付家としては、現代的でドラマティックな作品を追求するいっぽ

うで、バレエの伝統を守り続けている。物語バレエの新たなヴァー

ジョンとともにシンフォニック・バレエも、グスタフ・マーラーの音楽か

ら、宗教曲にいたるまで幅広く手がけている。近年のハンブルク・バレエ団での初演作品に、2013 年

の『クリスマス・オラトリオ I-VI』、2014 年の『タチヤーナ』、2015 年の『ペール・ギュント』『ドゥーゼ』があ

る。 

1975 年より、各シーズン末にハンブルク・バレエ週間を設ける。1978 年にはハンブルク・バレエ学

校を設立。1989 年、ハンブルク・バレエ学校とハンブルク・バレエ団の本拠地として、バレエ・センター

を設立する。今日では、バレエ団員の 80％以上が同校の出身者となっている。 

数多くのカンパニーのゲスト振付家を務め、英国ロイヤル・バレエ団、ウィーン国立バレエ団、ミュン

ヘン・バレエ団、ドレスデン国立歌劇場バレエ団、数々のノイマイヤー作品を初演しているシュツットガ

ルト・バレエ団、デンマーク・ロイヤル・バレエ団、パリ・オペラ座バレエ団、東京バレエ団、アメリカン・

バレエ・シアター、ナショナル・バレエ・オブ・カナダ、マリインスキー・バレエ、ボリショイ・バレエ、モスク

ワ音楽劇場、サンフランシスコ・バレエ団などで上演されている。 

ダンス・マガジン賞を受賞（1983）、ドイツ連邦共和国功労勲章、フランス芸術文化勲章シュヴァリ

エ、レジオンドヌール勲章シュヴァリエを受章。2006 年にはニジンスキー賞、2007 年にヘルベルト・フ

ォン・カラヤン音楽賞、2008 年にドイツ・ダンス賞（ドイツ・ダンス職業協会 25 周年記念特別賞）を受

賞。2007 年にハンブルク名誉市民、2012 年 11 月にはロシア連邦友好勲章を授与される。2015 年、

稲盛財団より京都賞（思想・芸術部門）を授与された。 

2006 年 2 月には舞踊とバレエ関連のノイマイヤーのコレクションを保持、公開する目的でノイマイヤ

ー財団を創設。ハンブルク市のためにノイマイヤーのレパートリーとその関連素材の維持を行う。  

2011 年、ドイツ・ナショナル・ユース・バレエを設立。8 人のダンサーによる若いカンパニーは、ハン

ブルク・バレエ・センターを拠点としながら、ハンブルク国立歌劇場のほかでも、海外ツアーに加え、学

校や老人ホーム、刑務所などでも公演を行っている。  
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ハンブルク・バレエ団  

Hamburg Bal let 
 

ジョン・ノイマイヤーに率いられたハンブルク・バ

レエ団の名声は、本拠地ハンブルクを越えて世

界にとどろいている。幾多の海外公演を通して国

際的に知られる存在となり、ドイツを代表する文

化大使の役割を果たしてきた。バレエ団の中核を

担うのは、1973 年に芸術監督および主任振付

家に就任したノイマイヤーだ。彼は伝統的な古典

バレエと現代的な表現を融合させて独自の振付

言語を構築した、卓越した手腕の持ち主である。 

ノイマイヤーの発案で 1973 年に始まったワー

クショップとレクチャー・デモンストレーションも、ハ

ンブルク・バレエ団の伝統の一翼をになっている。

毎年数回程度の頻度で日中に実施される一連

のイベントで、ノイマイヤーはバレエ団のダンサー

と共にバレエ史を独自の視点から語り、上演中の作品について掘り下げ、あるいはバレエ・テクニックや

ダンスの歴史的背景を紹介する。例年、シーズンのフィナーレを華々しく飾るのは、ハンブルク・バレエ

週間こと、1975 年に創設されたダンス・フェスティバルだ。フェスティバルのオープニングで新作を発表

し、ハンブルク・バレエ団員と国際的なスターダンサーが競演する〈ニジンスキー・ガラ〉で閉幕すること

が慣例になっている。 

ハンブルク国立歌劇場は、ノイマイヤーが着任する遥か以前から輝かしい歴史を持っている。19 世

紀にはマリー・タリオーニ、ルシル・グラーン、ファニー・チェリート、ファニー・エルスラーといった名花や

デンマーク出身の振付家オーギュスト・ブルノンヴィル等が頻繁に客演し、舞台を彩った。20 世紀に

なると、1959 年にロルフ・リーバーマンが音楽監督に就任したのを機に規模を拡大し、国際的な評価

を大いに高めた。リーバーマンの在任中に舞踊監督を務めたピーター・ヴァン・ダイクは、 ジョージ・バ

ランシンの振付作品をレパートリーに取り入れて、バレエ団の水準を向上させた。ハンブルク・バレエ団

は、優れたバランシン作品を積極的に導入した、ヨーロッパでは初めてのバレエ団でもあるのだ。1962 

年には、イーゴリ・ストラヴィンスキーの生誕 80 周年記念公演を行い、バランシンによる三つのバレエを

上演した。その際の『アポロ』で、ストラヴィンスキーが自ら指揮台に立ったことは今日に語り継がれてい

る。 

現在のハンブルク・バレエ団はハンブルク国立歌劇場で公演を行っているが、1989 年以来、バレエ

団が日々の創作の場としているのは、ハンブルク近郊に位置する「バレエ・センター」である。ドイツの著

名な建築家フリッツ・シューマッハー（1869〜1947）が晩年に設計した建物を改装し、バレエ団の稽古

場に加えて、付属バレエ学校と在校生のための寮が併設されている。1978 年に開校した付属バレエ

学校は、若年の初心者向けプログラムとプロダンサーを養成する 8 段階のクラスおよび、次世代のプロ

ダンサーを訓練するシアター・プログラムと銘打たれた 2 年課程を有する。バレエ・センターは、2011 年

にジョン・ノイマイヤーによって創設されたナショナル・ユース・バレエの拠点にもなっている。 

 

 
 


